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国
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的
な
人
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侵
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へ
の
対
処
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

岸
田
文
雄
総
理
大
臣
は
、
令
和
三
年
十
月
八
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
「
私
の
内
閣
の
三
つ
目
の
重
要
政
策
は
、
国
民

を
守
り
抜
く
外
交
、
安
全
保
障
で
す
。
私
は
、
外
交
、
安
全
保
障
の
要
諦
は
信
頼
だ
と
確
信
を
し
て
い
ま
す
。
先
人
た
ち
の
努

力
に
よ
り
世
界
か
ら
得
た
信
頼
を
基
礎
に
、
三
つ
の
強
い
覚
悟
を
持
っ
て
、
毅
然
と
し
た
外
交
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
第
一

に
、
自
由
、
民
主
主
義
、
人
権
、
法
の
支
配
と
い
っ
た
普
遍
的
価
値
を
守
り
抜
く
覚
悟
で
す
。
米
国
を
は
じ
め
、
豪
州
、
イ
ン

ド
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
、
欧
州
な
ど
の
同
盟
国
、
同
志
国
と
連
携
し
、
日
米
豪
印
も
活
用
し
な
が
ら
、
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太

平
洋
を
力
強
く
推
進
い
た
し
ま
す
。
深
刻
化
す
る
国
際
社
会
の
人
権
問
題
に
も
、
省
庁
横
断
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
」
と
決
意

を
表
明
し
た
。 

 

人
権
尊
重
は
、
一
国
の
国
内
問
題
に
留
ま
ら
ず
、
人
類
普
遍
の
価
値
と
し
て
全
て
の
人
に
享
受
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
国
際
社
会
に
お
い
て
人
権
問
題
が
発
生
し
、
改
善
が
見
通
せ
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
岸
田
総
理
大
臣
が
決
意

表
明
し
た
と
お
り
、
国
際
社
会
が
連
携
し
て
解
決
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
、
主
要
先
進

国
に
お
い
て
は
、
国
際
的
な
人
権
侵
害
に
対
処
す
る
た
め
の
法
律
を
制
定
し
て
い
る
が
、
Ｇ
７
メ
ン
バ
ー
国
に
お
い
て
は
日
本

だ
け
が
こ
う
し
た
法
律
を
整
備
で
き
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
深
刻
な
国
際
的
人
権
侵
害
に
対
し
て
、
我
が
国
は
Ｇ
７
諸
国



 

２ 

 

と
協
調
し
て
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
今
年
の
通
常
国
会
に
議
員
提
出
「
特
定
人
権
侵
害
行
為
へ
の
対
処
に
関
す
る
法
律
案
」
を
衆
議
院
に
提
出
し
た
。

一
方
で
、
政
府
に
お
い
て
は
、
国
際
的
な
人
権
侵
害
に
対
処
す
る
た
め
の
法
律
を
制
定
す
る
た
め
の
動
き
が
み
ら
れ
な
い
こ
と

か
ら
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

深
刻
な
人
権
侵
害
が
発
生
し
、
そ
の
人
権
侵
害
の
改
善
の
見
通
し
が
立
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
人
権
侵
害
を
行
っ
て
い

る
個
人
と
組
織
に
対
し
て
、
外
国
為
替
及
び
外
国
貿
易
法
に
よ
る
対
応
措
置
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。 

二 

深
刻
な
人
権
侵
害
が
発
生
し
、
そ
の
人
権
侵
害
の
改
善
の
見
通
し
が
立
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
人
権
侵
害
を
行
っ
て
い

る
個
人
に
対
し
て
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
に
よ
っ
て
日
本
国
へ
の
上
陸
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
を
提
案
す
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。 

三 

国
際
社
会
の
中
で
各
国
と
協
調
し
て
、
自
由
、
民
主
主
義
、
人
権
、
法
の
支
配
と
い
っ
た
普
遍
的
価
値
を
守
る
た
め
に
国

際
的
な
人
権
侵
害
に
対
処
す
る
た
め
の
法
律
を
制
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
に
。 

 

右
質
問
す
る
。 


